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論文内容の要旨

本論文は，ディジタル位相変調衛星通信系の誤り率に対する非線形増幅特性および干渉波の影響に関す

る研究の成果をまとめたもので 5 章から構成されている。

第 1 章では，本研究に関する分野における従来の研究の概要を述べ，本研究の意義，所在を明らかにし

ているo

第 2 章では，非線形中継器を介したディジタル衛星通信系のモデルとして，帯域制限による波形ひずみ

の影響が小さく，相対的に雑音ゃ干渉波の影響が問題となる広帯域システム・モデルを採用し，ディジタ

ル位相変調波の受信誤り率特l性の理論解析を行っている。特に アップリンク ダウンリンクにおけるガ

ウス雑音および任意個数の cw干渉波の影響を取り入れた誤り率の一般式を導出すると共に，その式に基

づく計算例を示し，広帯域システム・モデルにおいては，衛星中継器のパックオフが小さい方が良好な誤

り率特性を示す乙とを明らかにしている。

第 3 章では，非線形増幅を伴うディジタル衛星通信系において，帯域制限されたディジタル位相変調波

の伝送を行う場合の誤り率解析を行っているo まず，帯域制限された各部の波形を表現するために，仮想

的なサンフ。ルを用いた波形の近似法を導入し，非線形ひず、みを受けた波形を解析的に取り扱う方法を示し

ている。次1[，中継器入力の帯域lとより 2種類の解析法を使い分け，中継器入力における帯域制限が誤り

率に及ぼす影響を明らかにし更に，アップリンクで干渉波が加わって，信号が干渉波と共に衛星中継器

で非線形増幅される場合の誤り率の解析を行い，非線形増幅された干渉波の影響を明らかにしている。

第 4 章では，信号lと比べて狭帯域な干渉波が存在する場合のディジタル位相変調波の最適受信機を設計

し，計算機シミュレーションにより誤り率特性の評価を行っている。まず，狭帯域ガウス過程で表される
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ガウス干渉波が存在する場合のディジタル位相変調波の伝送を仮定し，最ゅう系列判定を行う受信機の構

成を与え，通常の受信機に対して大幅な特性改善が得られる乙とを示している。また，干渉波の性質lζよ

る誤り率の違いを明らかにし，更に，その受信機を cw干渉波に対しても効果がある乙とを明らかにして

いる。次に，最ゅう推定に基づく干渉波推定器を用いた干渉波除去型受信機の構成を与え，その受信機の

有効性を明らかにしているo

第 5 章では，結論として本研究で得られた主要な成果について総括を行っている。

論文の審査結果の要旨

本論文は.衛星通信系においてディジタル位相変調波を伝送する際の衛星中継器の非線形性ならびに干

渉波の受信誤り率特性に対する影響に関する理論的研究をまとめたものであって，以下のような成果をあ

げている。

(1) システムの帯域制限カ緩く，波形ひずみよりもむしろ雑音や干渉波の影響が問題となる場合に対し，

ガウス雑音および任意個数の cw干渉波が存在する場合の受信誤り率の一般式を導出し衛星中継器の

パックオフが小さい方が良好な誤り率特性を示す乙とを明らかにしている。

(2) システムの帯域制限が厳しい場合に対し，仮想的なサンフ。ルを用いた波形の近似解法を提案する乙と

により，衛星中継器の非線形性ゃ干渉波が存在する場合でもひずみ波形の解析ならびに誤り率の導出を

可能としている。

(3) ガウス干渉波が存在する場合に対し，ゅう度原理に基づく最適受信機を構成し，通常の受信機に比べ

て大幅な受信誤り率の改善があることを明らかにし，更に，乙の最適受信機がcw干渉波の除去に対し

ても有効に作動する乙とを明らかにしている。

以上のように本論文は，中継器の非線形性ならびに干渉波が問題となる衛星通信系においてディジタル

位相変調波を伝送する際の受信誤り率に関する有用な知見を与えており，通信工学，特に通信方式の発展

lζ寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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